
昭和34年当時の禿げ山と現在の工場周辺の状況 

三井金属グループでは、近隣との共生を目指し、各種の環境

活動を展開しております。 

日比製煉所（岡山県玉野市）は、風光明媚な瀬戸内海に面し

た事業所でありますが、かつては、銅製錬所から排出された

排ガスにより近隣の山林は大きな被害を受けておりました。

昭和43年より周囲の山林に松などの苗木を植林し今では

自然の山林に戻りつつあります。 

また、地域のボランティア活動の一つとして、瀬戸内地域最

大級の日本の渚百選に選ばれ、年間50万人の海水浴客が

訪れる渋川海岸の清掃活動に参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土壌・地下水汚染 

2000年度に圧延加工事業部において揮発性有機化合物

のトリクロロエチレンによる土壌・地下水汚染が発見され、

埼玉県、上尾市のご指導の下、地下水の汚染状態の把握の

ための調査を実施し、これら調査結果に基づき、2003年度

は地下水ばっきによる浄化対策を実施しております。また、

汚染源であった脱脂ライン（金属製品の洗浄工程）はトリク

ロロエチレンの使用を既に中止しております。地下水汚染

は着実に改善されております。 

安全衛生基本方針 

当社は2001年4月に「安全衛生基本方針」と「安全衛生行

動計画」を策定致しました。 

この安全衛生基本方針のなかで、社員一人ひとりが健康で

安全に働くことができる労働環境をつくることが、経営上の

最重要課題として位置づけ、事業活動のあらゆる面で安全

を確保することを理念として掲げております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働安全衛生マネジメントシステム 

当社では、OHSAS18001安全衛生マネジメントシステム

を「安全で働きやすい職場環境」を作り上げる仕組みとして、

安全衛生行動計画において、2006年度末までに三井金属

グループの全所社で構築することを目指しております。 

理　念 

社　長 

安全衛生管理責任者（所社長） 

安全衛生担当役員 

安全衛生統轄責任者 
（保安環境部長） 

各所社 

三井金属グループで働くすべての人々の安全と健康の確保が、事業活動を行う上で最

も重要であるとの認識のもと、安全で働きやすい職場環境を作り上げる。 

方　針 

安全最高 
会議 

1　安全衛生法規等を遵守するとともに、必要な自主基準を設け、安全衛生管理レベル

の向上に努める。 

 

2　安全衛生活動を推進するため、三井金属グループの各所社において、組織および体

制の整備をはかる。 

 

3　事業活動の全ての領域における危険又は有害要因を特定・評価し、その除去または

低減に努める。 

 

4　安全衛生の向上に関する新たな手法、技術の導入に努める。 

 

5　安全と健康の確保は、良好なコミュニケーションのもとに実現されるとの認識に立ち、

三井金属グループで働くすべての人々との意思疎通をはかる。 

 

6　定期的な監査を実施し安全衛生管理システムの継続的な改善をはかる。 

 

7　三井金属グループで働くすべての人々に対し、安全衛生に関する教育・啓蒙等を通

じて、安全と健康の確保の重要性を認識させ、意識の向上をはかる。 

 

この基本方針は、三井金属グループの全世界の各所社に適用する。 

 

 

2003年6月27日 

 三井金属 社長　槇原  紘 

OHSAS18001構築スケジュール 

安全衛生基本方針 

渋川海岸掃除と海水浴シーズンの渋川海岸の様子 

土壌・地下水汚染浄化試験 
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地域貢献活動の取組み 

環境対策の取組み 

安全衛生管理の取組み 
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安全成績 

全社の災害件数は、1993年をピークに年々減少傾向にあ

ります。2003年は2002年に比べ休業災害は12件と減

少しましたが、不休業災害は45件と大幅に増加し、全体件

数が57件となりました。 

このうち「決めごとを守らず、守らせず」に発生した災害が

57件中28件と半数を占めておりました。昨年は、特に「動

いている機械に手を出して」の災害が17件と全体の30％

を占めておりました。 

  

 

 

 

安全の取組み 

上記の結果を反省し、「基本ルール」に基づき「動いている

ものに手を出さない」を守り・守らせているかの点検と指導・

教育を重点実施事項として、「安全最優先」の考え方で下記

の取組みを実施し、安全面でも最良企業（災害ゼロ）を目指

しております。 

  

主な取組み 

1.全社的安全衛生教育研修の実施 

　階層別集合研修、職場実践教育 

2.安全巡視・監査の拡充 

　法規制の順守と基本方針の実現 

3.労働安全衛生マネジメントシステムの構築 

　2006年度末までに全社で構築 

4.三井金属グループの「安全の日」 

2002年玉野製錬所での請負死傷事故が発生した7月

25日を「安全の日」として、全社をあげて安全の原点に

立ち返る活動を実施しております。社長の安全メッセージ

を全社員に伝えるとともに、各所社での安全訓練活動、安

全会議の開催などを実施します。 

5.安全基本ルールの周知・実践 

 　（1）トップの率先垂範 

 　（2）災害の基本原因の追求と設備改善 

 　（3）労使対話、請負安全管理の強化　　　  

  （4）外部講師による安全講演会の実施 

本社所在地 

〒141-8584　東京都品川区大崎一丁目11番1号 

創立 

昭和25年5月1日 

資本金 

42,129百万円（2004年3月末） 

従業員数 

2,377名（2004年3月末） 

連結売上高 

393,928百万円（2004年3月期末） 

主な業務内容 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業利益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当期純利益 

鉱山・基礎素材 

中間素材 

組立加工 

亜鉛 

銅 

金、銀 

硫酸 

地熱蒸気 

電子材料 

伸銅品・亜鉛板 

セラミックス製品 

パーライト 

砥石 

単結晶 

電線 

自動車用機能部品 

ダイカスト品 

触媒 

計測機器 

環境・リサイクル 

鉛 

パーライト 

土壌調査処理 

産業廃棄物処理 

エンジニアリング 
サービス等 

エンジニアリング 

商業 

情報システム 

金融 

不動産賃貸 

電解銅箔 

TABテープ 

電池材料 

金属機能粉（含 鉄粉） 

レアメタル化合物 

薄膜材料 

●三井金属の環境報告書について 
本報告書は連結ベースの三井金属鉱業株式会社および主要関係会社を対象としており
ます。本報告書は2003年4月から2004年3月までの2003年度の活動報告です。ま
た、ホームページでも、当社の環境への取組み状況を公開しております。 
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会社概要 

安全の取組みイメージ図 

財務内容 

（億円） 


